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コユビミドリイシ(dcmP､mdZgiZi/i2nT)における
マイクロサテライトマーカー

ＰＳ-４

西川昭・酒井一彦

琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底実験所

サンゴはサンゴ礁生態系の根幹を担う生物群であり、サンゴを対象にし

た集団遺伝学的なアプローチは、生物多様性の進化・維持機構を研究する上で
重要である．しかしサンゴ地域集団における遺伝的多様性の保有量や島喚問の
遺伝子流動といった集団遺伝学的な情報は琉球列島において非常に少ない．特
に南西諸島全域を対象にした高感度ＤＮＡマーカーによる先行研究はほとんどな

く、地球温暖化の影響で減少を続けるサンゴ地域集団において、遺伝的多様性

の保有レベルと島喚問の遺伝子流動を明らかにすることは解決されるべき問題

のひとつである．そこで本研究ではコユビミドリイシucmporcMgiri/bね)におい
て、マイクロサテライトマーカーを開発し、南西諸島全域を対象とした集団構

造の有無と、地域集団ごとの遺伝的多様性を評価することを目的とした．

これまでに東京大学海洋研究所および琉球大学瀬底実験所にて６つのマ

イクロサテライトマーカーを単離した．また褐虫藻を取り込んでいないサンゴ

幼生ＤＮＡを用いて、これらのマーカーが褐虫藻ではなくサンゴ特異的であるこ

とを確認した．さらに交配実験を行い、メンデル遺伝様式に従うことを現在確
認中である．

サンプル採集はマーカー開発と並行して行った．採集地点は南西諸島を

南、中、北琉球の３地域に分け、１地域－２区域－３地点を設定、外群として小

笠原諸島を１地域－１区域－３地点設定した．１地点ごとに概ね50個体のサンゴ

片（約２cm）を採集した．北琉球においては種子島の１地点１２個体のみ、小笠

原では見つかった対象種全てが隠蔽種の可能性が高かったことから合計約６００

個体においてＤＮＡ抽出を行なった．現在、BeckmanCEQ8800にてデータ解析中
であるため、単離できたマイクロサテライトマーカーを中心に発表を行なう．


